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ECセンターの活動概要     
 

 これまでの成果、これからのVISION     

企画部会 
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１. ＪＥＩＴＡ ＥＣセンターの概要 
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ＪＥＩＴＡ／ECセンターは、電子機器および半導体・電子部品等の商取引情報お

よび技術情報を企業間で電子交換・再活用が可能となるよう、用語・取引に係
わる情報の種類・形式を標準化し維持管理を行います。 

また、その他電子商取引の普及・促進に関する以下の事業を行います。 

 
事業内容 

 

（1） IT・エレクトロニクス業界におけるEC戦略課題の検討および具体化 

（2） EC関係情報に関する標準の拡充と維持 

（3） EC実用化の検討並びに推進 

（4） 国内外関係機関および団体との情報交流、国際協調および調査研究  

 

 

ＥＣＡＬＧＡ 

 

以上の目的を達成するための事業の総称および標準の総称を 

ECALGAまたはECALGA事業と称します 
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１－２．ＥＣＡＬＧＡのコンセプト 

全ての壁を越えて、全てのビジネスプロセスをグローバル且つ 

シームレスに繋ぎ、ダイナミックなビジネス展開を可能にする 

ビジネススタンダードである。 

Electronic Commerce ALliance for Global business Activity 

4 
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１－３.標準化の歴史（ＳＣＭ） 
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1A版 

・注文情報 

・納期指示 

1B版 

・所要計画 

・ｺｯｸ引当計画 

・買掛明細 

1C版 

・支給予定/実績 

・注残確認 

・売掛明細 

1D版 

・標準納品システム対応 
2E版 

・漢字対応 2F版 

・外貨決済 

・請求支払 

・見積採否 

 通知 

EDI 

実証 

実験 

2G版 

2H版 

・材料支給 

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
発
足 Ｅ

Ｃ
セ
ン
タ
発
足 

Ｅ
Ｉ
Ａ
Ｊ 

 

日
本
電
子
機
械
工
業
会 

89   91   92   93   94   95   96   97   98   99   00   01   02   03   04  05  06  ～  10 ～ 15  

ＥＣＡＬＧＡ標準 
・２００３Ａ 

  ・２００４Ａ 

     ・２００６Ａ 

       ・２００７年度版 

          ・２００８年度版 

              ・２００９年度版 

                                 ・２０１０年度版 

                                      ・２０１２年度版 

EDI標準の策定と改定 
（EDI: Electronic Data Interchange） 

【 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン 

】 
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１－４.標準化の歴史（ＥＣＭ） 
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【 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン 

】 

ECALS 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ECALS 

実用化 

仕様書交換 

標準化 

実証 

実験 

       ECALS普及・活用 

  89  91  93  95   97   98   99   00   01   02   03   04   05   06   07   08   09   10 ～ 15  

ECALS-2 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
(‘98/12～) 

 

↓ 
 

JEITAに 

引継ぎ 
(‘99/12月～) 

・環境情報交換 
・廃止品情報交換 
・購入仕様書交換 
・部品情報提供 
・技術見積・サンプル要
求 
・汎用技術情報交換 

ECALS辞書：部品情報の提供・公開にあたり、部品分類や特性記述を標準化した辞書。 

         電子部品の分類体系や各部品特性情報の体系を、国際規約ISO13584、 

         及び国際辞書標準IEC61360－Part4に最大限準拠して開発されたもの。 

         600以上の部品クラスと4000以上のプロパティ（特性情報）から構成される。 

ECALS辞書 

実証 

実験 
ECM委員会 

技術情報交換 

標準化 
一本化 

ECM委員会 

2006～環境情報WG 

2007～環境情報専門委 

委員会 

   2005～部品情報流通共通化事業 

００００ 

e 

ECセンタ 

品質環境 

委員会 

環 境 情 報 
 

か 

JJE
R

E
IT

A
 

環境情報交換 

標準化の検討 
2007/12  JEITA/AIS作成支援ツール作成 

2008/6     環境辞書Ver2.0交換 

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
発
足 

Ｅ
Ｃ
セ
ン
タ
発
足 
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1－５. 統一企業コードの推移  
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  ・合計２６，６０２件。 内、ＥＣセンター１４，１４２（約５３％） 
  ・IT,エレクトロニクス業界（国内）ほぼ普及 
  ・今後は業務範囲拡大、グローバルへ展開 ⇒ タスクフォースにて検討 

（2015/１２現在） 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

‘98 00/2 01/2 02/2 03/2 04/2 05/2 06/2 07/2 08/2 09/2 10/2 11/2 12/2 13/2 14/2 14/6 14/10 15/2 15/6 15/1015/12

件数 標準（統一）企業コード 取得推移

ECセンター 企業コード合計

内ＥＣセンター １４,１４２件

合 計 ２６,６０２件
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１ー６. ＥＣセンター推進体制 
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企業間ＥＣ委員会 

企画部会 

標準管理委員会 
技術標準専門委員会 

取引標準専門委員会 

ＥＣＭ委員会 

ＳＣＭ委員会 

情報技術委員会 

将来VISION 
検討TF 

EDI 調査TF 
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  ２－１．ＥＣＭ委員会の活動概況 

２－２．ＳＣＭ委員会の活動概況 

   ２－３．情報技術委員会の活動概況 

 

 ２． 各委員会活動概況 

9 
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 ２－１． ECM委員会活動概況 

10 
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２－１（１）．委員会組織改編と取組みの整理について 

２－１．ECM委員会改編について 

ECM委員会 

旧来 

エンジニアリングチェーンに於ける 

技術情報交換の標準化推進 

ＥＣＡＬＳ実用化専門委員会 

ＩＢＩＳ推進ワーキング 

ECM委員会 

エンジニアリングチェーンに於ける 

技術情報交換の標準化推進と普及促進 

ＩＢＩＳ推進ワーキング 

２０１５年度 

・ＥＣＡＬＳ実用化専門委員会をＥＣＭ委員会に吸収し、技術情報交換の標準化推進と 

実用化推進の一体化を図り、効率的に標準化推進と普及促進を目指す。 
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２－１（２）． ２０１５年度 ＥＣＭ委員会活動内容の報告 

（２）－１．標準化推進 

・技術情報交換標準の維持管理。（要望に基づき、検査成績書の電子化を検討） 
   コンデンサを題材に検査成績書の雛形を作成し、標準化検討するも業務効率性向上 

 などを総合的に判断し標準化を中止。 

（２）－２．標準支援ツールの維持管理 

・環境情報交換（ＡＩＳ支援ツール）向け、物質リストの改廃 

・ＥＣＡＬＳデータ作成支援ツールの保守改善 

・ＥＣＡＬＳ公開検索サーバの必要性を議論しサービスを終了 

（２）－３．普及促進活動 

・普及促進に向け、メールベースでの技術情報交換標準有効性を確認する為 

実証実験を企画し、実験に着手。 

 （２０１６年度にＥＣＡＬＧＡ技術情報交換標準にメールベースでの交換標準を検討） 
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２－１（３）．IBIS推進ワーキングの活動報告 

（3）-1.IBISモデルの利用促進活動 

IBISセミナー会場の様子 

金丸さん 
写真入れてください 

・IBISモデル（デジタル信号波形解析用の半導体デバイスモデル）の利用促進 

および利用技術底上げを目的に  以下の活動を実施 

 

  ①解析プロセスの標準化 

  ②IBIS仕様の解説作成 

  ③最先端モデル技術の解説作成 

  ④IBISセミナーの開催（2015年11月） 

     - 参加者数： 93名  

     - アンケート結果からも「初心者向け」という目的が十分達成できたことが伺えた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～③の活動アウトプットから初心者向
け解説テキスト（全143ページ）を作成 

本テキストを用いて 
④のセミナーを実施 

13 
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２－１（３）．IBIS推進ワーキングの活動報告 

（3）-2.IBIS Open Forumとの技術交流活動 

IBISサミット米国会議での 
当WGの活動報告の様子 

・モデル標準化への参画および最新技術の国内展開を目的に、 IBISの国際標準化団体
である   “IBIS Open Forum” と、以下の技術交流活動を実施 

 

  ①IBISサミット日本会議の開催（2015年11月） 

      - 参加者数： 64社108名 

      - 海外からの5テーマを含む計10テーマの発表と意見交換が行われた 

  ②IBISサミット米国会議への参加（2016年1月） 

      - 米国サンタクララで行われたDesignCon IBIS Summitに代表委員を派遣 

      - IBIS推進WGの活動報告を発表、IBISモデルやForumに対する要望も提示 

 

 

 

 

14 
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 ２－２． ＳCM委員会活動概況 

15 
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２－２（１）．海外見積情報の新規開発 

１．海外見積依頼情報、海外見積回答情報の新設及び集約管理項目の追加 
２．見積依頼回数（発注者のみ使用）による版管理 
３．海外注文情報に見積依頼番号を追加 
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２－２（２）．Ｃ－３ラベルについて 
２．「ＥＩＡＪ Ｃ－３」見直し 
 ＳＣＭ員会内に作業チームを設置し、標準書改定案を作成中です。 
 Ｃ－３ラベルの見直しについては、Code128対応に加え、2次元シンボル 
 格納情報に関し、国際標準（IEC62090）の見直し案をベースにユーザー 
 企業の要望を取り入れる予定です。現時点では、生産日、消費期限等の追加 
 案が出ています。  

バーコード仕様 C-3 
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 ２－３．情報技術委員会活動概況 

18 
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２－３． 情報技術委員会の活動概況について 

 NTT発表のPSTNマイグレーション（2020年より順次、公衆交換電話網をIP網に統合
する計画）により、既存EDIの方式変更が必要。 

 全ての企業が円滑に対応を進められるよう、将来を見据えた恒久対応と喫緊の移行
を乗り切るための暫定対応を情報技術委員会として検討している。 

方式概要 活動概況 

暫
定
対
応 

恒
久
対
応 

 投資余力の小さな企業向けの、既存設備を
最大限活用した、低コスト緊急対応策 
 

 ソフトウェア（ebMS）または、通信機器により
通信経路を暗号化し、インターネット上でセ
キュアに送受信する解決策 
 

 VPN方式と機器（暗号化ルータ）を比較検討中 
 2016年度中を目処に業界標準方式を決定予定 

既存通信機器 全銀手順 

IP網 

ルータ 全銀手順/ebMS 

インター 

ネット 

 総務省へパブリックコメントを提出（16年3月） 
 総務省の移行円滑化委員会*にて、利用者保

護と円滑な移行のあり方を提言（16年5月） 
 
*公衆交換電話網移行を円滑に進めるための施策
を検討する総務省主催の委員会（NTTも出席） 
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 ３．タスクフォース活動概況 
 

   ３－１. ECセンター将来の活動方向性 
   ３－２. つなげる・ひろげる国際、業際EDI 

 

20 
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【検討の背景】 

参加企業：NEC、日立、富士通、アルプス電気、KOA、京セラ、TDK、村田製作所 

 （Software as a Service） 

３－１（１）． 将来VISION検討タスクフォースの経緯 

21 
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３－１（２）．ＥＣセンター活動の方向性  

ECセンターの将来ＶＩＳＩＯＮの検討：将来VISION検討TF 
 

  ①潮流の把握： CPS *1 、IoT *2等テクノロジートレンドの把握 
    関連業界の今後の方向性、先進事例の把握 
   ( *1 : CPS : Cyber Physical System    *2 : IoT : Internet Of Things ) 

   

  ②あるべき姿（ECのTo Be像）の具体化 
   ：企業間の電子情報交換の新たな潮流への対応策の立案 

 
 

  ③活動方向性の策定（2016年度活動方針に反映） 

22 
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３－２．つなげる・ひろげる国際、業際ＥＤＩ 
 

• はじめの一歩 
JEITA関連の業界や欧米・アジア等国際EDIの近未来の有力標準への対応 
EDI調査TFを中心とした対応  
    
   ①関連業界対応：自動車、通信、ヘルスケア、電力、物流 等 
     標準化動向把握、ビジプロ等の標準化ニーズの有無調査 
        ニーズがある業界との連携方法等の検討 
                               
   
     ②国際標準団体：実態を調査し、今後のECの方向性を検討 
     欧米標準化団体の今後の取組み方向の把握 
       アジア重点国に進出した企業のヒアリング 

 

23 
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ご清聴ありがとうございました。 
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